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ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

広
報
お
お
た
わ
ら
に
対
す
る

　

市
で
は
、
よ
り
良
い
広
報
紙
作
り
の
た
め
、
毎
年
10
名
の
方
に
「
広
報
モ
ニ
タ
ー
」
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
に
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
★
は
ご
意
見
を
受
け
て
の
変
更
点
で
す
。

①
必
要
な
情
報
・
新
し
く
得
た
情
報
は
あ

り
ま
し
た
か
。

○
特
集
の「
黒
羽
の
お
茶
」を
読
ま
せ
て
い

た
だ
き
、
改
め
て
大
田
原
市
を
誇
り
に

思
い
感
激
し
ま
し
た
。（
５
月
号
）

○｢

大
田
原
市
庁
舎
復
興
再
整
備
基
本
計
画

と
基
本
設
計｣

に
関
心
が
持
て
ま
し
た
。

こ
の
費
用
が
総
額
で
い
く
ら
く
ら
い
な

の
か
知
り
た
い
で
す
。（
６
月
号
）

○｢

大
田
原
の
と
う
が
ら
し｣

で
は
、
ペ
ー

ジ
を
め
く
っ
た
ら
と
う
が
ら
し
の
赤
が

目
に
飛
び
込
ん
で
き
て
、
イ
ン
パ
ク
ト

が
あ
り
よ
か
っ
た
で
す
。（
８
月
号
）

○｢

ご
み｣

の
特
集
は
直
接
関
係
が
あ
る
も
の

な
の
で
、
よ
く
読
み
ま
し
た
。
わ
か
っ
て

い
る
つ
も
り
で
も
、
改
め
て
皆
さ
ん
も
理

解
し
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。（
９

月
号
）

○
資
源
ご
み
回
収
報
奨
金
の
記
事 

毎
年 

団

体
登
録
が
必
要
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
継
続
登
録
な
の
か
と
勘
違
い
し
て

い
ま
し
た
。（
11
月
号
）

○
温
泉
マ
ッ
プ
で
は
、
ま
だ
行
っ
た
こ
と

の
な
い
温
泉
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
興
味

を
持
ち
ま
し
た
。（
１
月
号
）

○
ご
み
出
し
の
際
に
紙
を
入
れ
る
こ
と
が

多
い
た
め
、
ま
だ
ま
だ
自
宅
か
ら
排
出

す
る
量
を
減
ら
せ
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。

も
う
少
し
ご
み
の
削
減
に
積
極
的
に
取

り
組
も
う
と
思
い
ま
し
た
。（
３
月
号
）

②
分
か
り
づ
ら
い
文
章
表
現
・
単
語
は
あ

り
ま
し
た
か
。

○
日
時
・
場
所
な
ど
の
項
目
の
文
言
が
統

一
さ
れ
て
い
な
い
た
め
わ
か
り
に
く
い

で
す
。

★
現
在
、
統
一
を
進
め
て
い
ま
す
。

○
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
３
つ
の
Ｒ

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
英

語
は
な
に
か
ピ
ン
と
き
ま
せ
ん
。（
９
月

号
）

③
写
真
や
デ
ザ
イ
ン
・
レ
イ
ア
ウ
ト
の
良

い
点
・
改
善
点
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

○
生
活
カ
レ
ン
ダ
ー
の
く
ら
し
情
報
館
開

館
日
が
わ
か
り
に
く
い
で
す
。

★
い
ま
ま
で
は
開
館
日
の
マ
ー
ク
の
み
の

掲
載
で
し
た
が
、
マ
ー
ク
に
加
え｢
く
ら

し
情
報
館
開
館
日｣

と
い
う
文
言
を
加
え

ま
し
た
。

○
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
印
刷
部
分
に
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の

表
記
も
お
願
い
し
ま
す
。

○
全
体
的
に
青
・
グ
レ
ー
と
文
章
が
黒
で
、

落
ち
着
い
た
読
み
や
す
い
印
象
で
す
。

挿
絵
も
は
っ
き
り
と
し
た
色
遣
い
を
せ

ず
、
ぼ
ん
や
り
し
た
色
の
た
め
、
邪
魔

に
な
り
ま
せ
ん
。

○
広
報
紙
全
体
に
記
事
が
多
す
ぎ
ま
す
。
記
載

内
容
を
整
理
し
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
？

④
広
報
紙
に
ど
の
よ
う
な
記
事
の
掲
載
を

希
望
し
ま
す
か
。

　
希
望
す
る
テ
ー
マ
や
記
事
内
容
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。

○
各
地
区
に
お
け
る
趣
味
の
会
や
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
等
々
の
活
動
を
紹

介
し
て
ほ
し
い
。

○
新
婚
夫
婦
応
援
事
業
に
つ
い
て
、
も
う

少
し
詳
し
く
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う
か
。

○
生
活
カ
レ
ン
ダ
ー
に
記
載
さ
れ
て
い
る

人
口
と
世
帯
数
で
す
が
転
入
、
転
出
、

出
生
、
死
亡
の
詳
細
の
流
動
人
口
も
記

載
を
希
望
。

○
健
康
に
関
す
る
記
事
で
、
読
ん
で
す
ぐ

に「
実
行
し
て
み
よ
う
」「
生
活
に
取
り

入
れ
て
み
よ
う
」と
思
う
よ
う
な
も
の

　

こ
れ
ら
を
参
考
に
、
今
後
よ
り
わ
か
り

や
す
く
、
読
み
や
す
い
広
報
紙
を
目
指
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。

問
情
報
政
策
課　
　

２
階　

　
（
２
３
）８
７
０
０

公平委員会委員の選任

　　大田原市公平委員会委員の任期満
了に伴い、市議会３月定例会で同意を
得て、４月１日に次の方が選任されま
した。任期は４年です。

▶安部　桂弥　氏（新任　宇都宮市）
問総務課　Ａ２階　　（２３）８７０２

行政相談委員の委嘱 退任された行政相談委員に感謝状
　行政相談委員は、市民の皆さんから出された行政に対
する意見、要望等をお聞きし、関係機関に繋ぎ、問題を
解決する業務等を行っています。
　このたび、次の方が平成 29 年４月１日付で、総務大
臣から行政相談委員に委嘱され
ましたのでお知らせいたします。

●相談委員氏名および担当地区
▶飯塚　陽一 氏（湯津上地区）

問情報政策課　Ａ２階
  　　（２３）８７００

　平成 29 年３月 31 日をもって行政相談委員を退任さ
れた蜂巣耕平さんが総務大臣より感謝状を贈呈されまし
た。同氏は平成 17 年から 11 年以上に渡り、行政相談
委員として市民の相談相手となり、行政サービスに対す
る苦情や相談を受け、
問題解決の促進に尽
力されました。

問情報政策課　Ａ２階
  　　（２３）８７００
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　法人市民税均等割の税率について、県内各市の状況にあわせて、平成 29 年４月１日以降に開始する事業年度か
ら次のとおり改正されました。

【適用開始時期】
　平成 29 年 4 月 1 日以降に開始する事業年度から適用されます。
問税務課　Ｂ１階　　（２３）８７２５

後期高齢者医療保険制度の保険料について

●所得の低い方の軽減措置
　所得割額を負担する方のうち、総所得金額等から基礎控除額（３３万円）を差し引いた額が５８万円以下の方は、
所得割額が５割軽減から２割軽減となります。

　所得の低い方や被用者保険の被扶養者だった方は、特例措置として
保険料の軽減措置がありますが、平成２９年度より見直されます。

　均等割額９割、8.5 割軽減の特例措置は平成 29 年度においても継続されます。
均等割軽減の対象となる世帯の軽減判定所得基準が引上げられ、均等割額５割軽減については、被保険者数に乗
ずる金額が 26.5 万円から 27 万円に、２割軽減については、被保険者数に乗ずる金額が 48 万円から 49 万円に
変わります。

●被用者保険の被扶養者であった方への軽減措置
　被用者保険の被扶養者だった方の均等割額は、９割軽減から７割軽減となります。

※所得の低い方への均等割額 9 割、8.5 割軽減に該当する場合は、そちらが優先されます。

問栃木県後期高齢者医療広域連合
　０２８（６２７）６８０５（代表）

平成 28 年度 平成 29 年度
所得割額 5 割軽減 2 割軽減

平成 28 年度 平成 29 年度
均等割額 9 割軽減 7 割軽減
所得割額 賦課せず 賦課せず

5 割軽減 基礎控除額（33 万円）＋ 27 万円×被保険者数
2 割軽減 基礎控除額（33 万円）＋ 49 万円×被保険者数

人権擁護委員の日
　全国人権擁護委員連合会では、毎年６月１日を「人権擁護委員の日」と定め、この日を中心として全国的な
啓発活動を展開しており、大田原人権擁護委員協議会でも、特設人権相談所を開設します。
●相談内容…いじめ・体罰・ＤＶ、セクハラやストーカー行為など人権に関する内容。
※相談は人権問題に詳しい人権擁護委員が担当しますので、安心してご相談ください。
●日時・場所…生活カレンダーの「人権相談」のとおり。
問総務課　Ａ２階　　（２３）１１１１

法人市民税均等割の税率が改正されました

号数
法人等の区分 平成 29 年３月 31 日以前に開始

する事業年度の税率（年額）
平成 29 年４月１日以降に開始
する事業年度の税率（年額）資本金等の額 従業者数

1 号 下記以外の法人等 50,000 円 60,000 円
2 号 1 千万円以下 50 人超 120,000 円 144,000 円
3 号 1 千万円超 1 億円以下 50 人以下 130,000 円 156,000 円
4 号 1 千万円超 1 億円以下 50 人超 150,000 円 180,000 円
5 号 1 億円超 10 億円以下 50 人以下 160,000 円 192,000 円
6 号 1 億円超 10 億円以下 50 人超 400,000 円 480,000 円
7 号 10 億円超 50 人以下 410,000 円 492,000 円
8 号 10 億円超 50 億円以下 50 人超 1,750,000 円 2,100,000 円
9 号 50 億円超 50 人超 3,000,000 円 3,600,000 円
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